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「
経
済
構
造
改
革
と
創
造
の
た
め
の
行
動

計
画
」（
平
成
９
年
５
月
１６
日
閣
議
決
定
）

等
を
契
機
に
、
政
府
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
推
進
が
始
ま
っ
た
平
成
９
年
以
降
、

現
在
に
至
る
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

定
着
は
着
実
に
進
み
、
平
成
１８
年
度
の
実
施

率
は
、大
学
で
１０
年
前
の
３
・
６
倍
（
約
６６
％
）

ま
で
に
な
り
、
ま
た
中
学
校
や
高
等
学
校
に

お
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
職
場
体
験
）

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
社
会
・

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
政
府
や
産
業
界

等
か
ら
産
学
連
携
教
育
に
関
す
る
新
た
な
提

言
・
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各
大

学
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

な
ど
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
後
、
産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育

成
を
推
進
し
て
い
く
に
当
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、
従
来
の
基
本
的
認

識
を
踏
ま
え
つ
つ
、
量
的
拡
大
に
加
え
、
新

た
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　　

平
成
９
年
以
降
、
各
大
学
等
に
お
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
、
実
施
校
（
率
）、
体
験

学
生
数
と
も
に
着
実
に
伸
び
（
図
１
）、
特

に
実
験
・
実
習
を
重
視
し
た
技
術
教
育
に

よ
り
、
我
が
国
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る

実
践
的
・
創
造
的
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

る
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
全

て
の
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
正
課

の
授
業
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
者
の
高
い
離
職
率
、
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
な
ど
若
年
者
雇
用
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
、
適
切
な
勤
労
観
・

職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
積
極
的
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
従
来
か
ら
現
場
実
習

や
実
務
訓
練
等
と
い
う
名
称
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
教
育
課
程
に
組
み
込
ん
で
き

た
工
学
部
な
ど
に
加
え
て
、
以
前
は
実
施

率
の
低
か
っ
た
人
文
・
社
会
科
学
系
の
学

部
に
つ
い
て
も
実
施
率
が
大
幅
に
伸
び
て

い
ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
間
、
政
府
に
お
い
て
も
各
種
推
進
施

策
を
展
開
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
は
、
各
大
学
等
の
自
主
的
な
取
組
を
促
す

た
め
国
立
学
校
特
別
会
計
や
私
立
大
学
等
経

常
費
補
助
金
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
か
か
る
経
費
の
補
助
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
企
業
関
係

者
や
大
学
等
の
教
職
員
を
対
象
に
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、

高
等
教
育
段
階
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
普
及
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
行
政
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
入
も
進
ん
で
お
り
、
文
部
科
学

省
で
は
平
成
１１
年
度
か
ら
学
生
の
受
入
を
始

め
、
現
在
で
は
春
期
と
夏
期
の
年
２
回
受
入

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
受
入
数‥

平
成
２０
年
春
期
４３
名
、
夏
期
６９
名
）

高
等
教
育
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イ
ン
タ
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ン
シ
ッ
プ
の
推
進
支
援

文
部
科
学
省
高
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教
育
局
専
門
教
育
課

１ 

は
じ
め
に

2 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
と

　

 

こ
れ
ま
で
の
取
組

文 部 科 学 省

図1　参加学生数の拡大 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 
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図2　分野別参加学生（学部学生）の変化 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 
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産
学
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
手
法
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
量
的

拡
大
が
進
む
一
方
、
実
施
期
間
に
関
し
て
は

大
き
な
変
化
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
３
週
間

未
満
と
い
う
短
期
間
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　

一
方
、
近
年
、
科
学
技
術
人
材
育
成
の

大
き
な
課
題
と
し
て
、
自
ら
の
専
門
分
野
の

位
置
付
け
を
社
会
的
活
動
全
体
の
中
で
理
解

し
、
現
実
的
課
題
の
中
か
ら
主
体
的
に
問
題

設
定
を
行
い
、
そ
れ
に
取
り
組
む
能
力
の
あ

る
「
高
度
専
門
人
材
」
の
育
成
が
急
務
で
あ

る
と
の
認
識
が
産
学
双
方
で
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
で
は
、
従

来
の
職
業
意
識
の
形
成
な
ど
を
目
的
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
峻
別
し
た
、「
高

度
専
門
人
材
」
育
成
を
目
的
と
し
た
、
産
学

の
協
同
に
よ
る
質
の
高
い
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
体
系
の
構
築
・
普
及
を
図
る
た
め
、

「
産
学
連
携
に
よ
る
実
践
型
人
材
育
成
事
業
│

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
│
」
を
平
成
１７
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

現
在
３０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
他
の
大
学
の
モ
デ

ル
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
京
都
大
学

大
学
院
で
は
、
地
球
・
地
域
環
境
問
題
解
決

に
取
り
組
む
人
材
養
成
を
目
的
と
し
て
、
地

球
環
境
問
題
の
課
題
抽
出
・
解
決
方
法
の
習

得
経
験
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
育
成
を
図
る
原
則

５
カ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
科

目
と
し
、
研
修
先
企
業
等
の
指
導
者
を
特
任

教
員
と
し
た
実
践
的
教
育
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
高
度
な
専
門
知
識
と
柔
軟
な
問
題
解
決

力
を
有
機
的
に
連
携
・
実
践
で
き
る
人
材
育

成
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
者
雇
用
問
題
対
策
と
し
て
、

職
業
観
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
そ
の
他
の
授
業
科
目
の
導
入
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
教
員
単

位
で
実
施
さ
れ
、
組
織
的
な
取
組
に
至
っ
て

お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
も
単
発
的
な
科
目

等
の
集
合
で
し
か
な
く
、
体
系
的
な
教
育
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
「
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
」
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
大
学
等
が
組

織
的
に
実
施
す
る
職
業
意
識
・
能
力
を
直
接

的
に
高
め
る
実
践
的
な
教
育
を
体
系
的
に
行

う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
支
援
を
平
成

１８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

に
選
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
よ
り
実
践
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施

す
る
上
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
有
用
な
教

育
手
法
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
教
育
効
果
を

相
乗
的
に
高
め
る
た
め
に
は
、
他
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
科
目
と
の
有
機
的
な
連
携
が
必
要
で

あ
る
と
の
認
識
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
も
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
産
学

の
連
携
や
政
府
の
支
援
等
が
行
わ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
量
的
拡
大
な
ど
一
定
の
成

果
が
出
て
き
ま
し
た
が
、
産
学
連
携
に
よ
る

人
材
育
成
に
関
し
て
、
大
学
界
と
産
業
界
の

連
携
・
協
力
を
更
に
強
化
し
、
双
方
の
対
話

と
取
組
の
場
と
し
て
、「
産
学
人
材
育
成
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
平
成
１９
年
に
創
設
し
、

平
成
２０
年
７
月
に
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
成
果

と
し
て
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
中
で
、
産
学
の
人
材
育

成
に
お
け
る
課
題
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
関
し
、「
在
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
産

学
の
共
通
認
識
が
醸
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単

に
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
化
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
」
な
ど
の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方
と
し
て

質
的
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
産
学
が
取
る
べ
き
具
体
的
取
組

や
提
言
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
講

座
講
義
と
の
効
果
的
な
連
動
、
長
期
実
践
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
及
び
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
へ
の
組
込
、
教
育
目
標
・
評
価
体
制
を

明
確
に
し
た
よ
り
高
度
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
拡
大
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

現
在
、「
実
践
的
総
合
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
」

や
「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
」
に
お
い
て
、
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
も
合
致
す
る
も

の
で
す
。
各
大
学
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
取
組
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
産
業
界
等
と

面
と
面
の
対
話
を
通
じ
て
、
各
大
学
等
に
お

い
て
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
、
質
の

高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て

も
、
各
大
学
等
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
平

成
２０
年
度
中
に
、
業
種
分
野
別
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
担
当
窓
口
の
取
り
ま
と

め
、
既
存
の
先
進
事
例
の
分
析
等
に
よ
る
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
改
善
の
方
向

を
示
す
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
作
成
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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図3　実施期間の構成比（大学）　（％） 

出典：インターンシップ実施状況調査結果（文部科学省） 
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